
こ
の
大
会
は
将
棋
普
及

を
目
指
す
支
部
長
の
熱
意

か
ら
行
わ
れ
た
も
の
で
、

賞
品
等
も
盛
り
だ
く
さ
ん
。

参
加
者
は
支
部
会
員
に

限
ら
ず
道
内
愛
棋
家
を
集

め
て
行
わ
れ
た
。

ま
た
、
賞
品
総
額
５
万
円
は
皆

さ
ん
で
分
け
合
い
ま
し
た
。

▼
Ａ
ク
ラ
ス
〜
四
段
以
上

優
勝

桜
庭
篤

▼
Ｂ
ク
ラ
ス
〜
三
段
以
下

優
勝

川
崎
陽
平

▼
Ｃ
ク
ラ
ス
〜
１
級
以
下

優
勝

大
坂
勇
一

札
幌
中
央
最
強
戦
・
釧
路
決
選

11
月
７
日

優
勝
：
松
本
幸
大

準
優
勝
：
神
成
大
輔

将
棋
情
報
は

み
ず
な
ら
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

h
t
t
p:
/
/
a
qu
a
-
o
ak
.
c
o
m/

み
ず
な
ら
リ
ー
グ10

月
結
果

▼
優
勝
：
最
多
勝
：
最
多

対
局
賞
・
大
野
國
博

▼
準
優
勝
・
小
林
昭
夫

▼
３
位

・
小
畑
彰
政

▼
そ
の
他
入
賞
者
・
佐
々
木
方

斉
・
酒
井
史
雄
・
山
下
弘
人

賞
金
大
会

毎
週
金
曜
（
優
勝
３
千
円
）

試
合
方
式
〜
ス
イ
ス
式
４
回
戦

参
加
費
〜
５
０
０
円
（
席
料
別
）

遅
れ
る
方
は
、
電
話
く
だ
さ
い
。

賞
金
獲
得
者

10
月
８
日

浅
井

隆
宏

10
月
15
日

武
田

浩
司

10
月
22
日

箭
子

涼
太

10
月
29
日

小
畑

彰
政

11
月
５
日

箭
子

涼
太

11
月
12
日

浅
井

隆
宏

11
月
19
日

桜
庭

篤

（
８
，
０
０
０
円
）

11
月
26
日

丸
橋

博

（
名
古
屋
市
）

12
月
３
日

浅
井

隆
宏

（
各
月
１
回
、
賞
金
３
千
円
に

５
千
円
を
上
乗
せ
し
ま
す
）
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中央区北３西２NC
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み

ず

な

ら

支

部

長

杯

将

棋

大

会

秋
の
将
棋
宿
泊
研
修
旅
行
が
、

10
月
30
日
〜
31
日
、
虎
杖
浜
で

行
わ
れ
ま
し
た

宿
泊
は
、
「
虎
杖
浜
温
泉
ホ
テ
ル
オ
ー
シ
ャ
ン
」
。
大
変
楽
し
い
研
修
会
で
し
た
。

バ
ス
の
中
で
４
時
間
楽
し
い
会
話
で
ビ
ー
ル
を
飲
み
続
け
ま
し
た
。

将
棋
を
す
る
時
間
が
余
り
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
た
だ
、
桜
庭
さ
ん
Ｖ
Ｓ
後
藤
さ
ん
の
２
０

番
勝
負
は
、
見
ご
た
え
合
っ
た
よ
う
で
す
。
朝
５
時
ま
で
対
局
し
た
み
た
い
で
す
。

翌
日
の
佐
々
木
治
夫
杯
は
、
そ
の
た
め
散
々
な
成
績
で
し
た
。
後
一
つ
星
が
足
り
な
か
っ
た
。

佐
々
木
治
夫
杯
（
苫
小
牧
）
に
は
２
チ
ー
ム
参
加
。

〔
文
：
み
ず
な
ら
席
主
・
田
中
美
旭
〕

♨

秋

の

将

棋

合

宿

日 頃 の 上 達 ぶ り を 披 露

平
成
22
年
11
月
28
日(

日
曜)

将
棋
サ
ロ
ン
＆
カ
フ
ェ
み

ず
な
ら
に
お
い
て
、
日
本
将
棋
連
盟
・
札
幌
中
央
支
部
の

工
藤
学
支
部
長
主
催
に
よ
る
将
棋
大
会
が
行
わ
れ
、
30
名

近
い
参
加
者
が
熱
い
将
棋
を
楽
し
ん
だ
。

会報『みずなら』

の編集長のブログ

支 部 長 杯 熱 闘

支 部 長 杯 参 加 者

強

豪

現

る



支
部
長
杯
（
一
面
参
照
）

★
主
な
成
績
★

Ａ
〜
Ｃ
の
３
グ
ル
ー
プ
ご
と

に
ス
イ
ス
式
４
回
戦
。

▼<

Ａ
＝
四
段
以
上>
１
位
桜
庭

篤
・
２
位
武
田
浩
司
・
３
位
佐

藤
丈
瑠
・
４
位
吉
光
秀
人

▼<

Ｂ
＝
初
段
以
上>

１
位
川
崎

陽
平
・
２
位
森
田
健
春
・
３
位

松
田
圭
一
・
４
位
工
藤
学

▼<

Ｃ
＝
級
位
者>

１
位
大
坂
勇

一
・
２
位
石
垣
従
道
・
３
位
松

尾
嘉
洋
・
４
位
石
垣
信
彬

【
マ
ス
コ
ミ
掲
載
情
報
】

▽
月
刊
『
将
棋
世
界
』
１
月
号

２
２
３
ペ
ー
ジ

昇
段
コ
ー
ス
卒

業
者
名

{
六
段
コ
ー
ス

卒
業
者}

山
下

弘
人
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編 集 後 記
私ごとだが、『将

棋世界』の昇段コー

スを卒業して免状を

頂戴した。が、指し

将棋レベルはずいぶ

ん心もとなく「世界

一弱い六段」と自嘲。

すると棋友が「そん

なに弱くはない。まぁ

全道最弱六段が妥当

な評価。」だってサ。

(笑) （山下 弘人）

〔
講
師
：
米
長
邦
雄
日
本
将
棋
連
盟
会
長
〕

将
棋
の
歴
史
を
語
っ
て
頂
き
ま
し
た
。

▼
将
棋
の
発
祥
は
イ
ン
ド
で
あ
り
「
チ
ャ

ト
ラ
ン
ガ
」
か
ら
現
在
の
将
棋
に
な
っ
た
。

４
つ
の
駒
（
車
・
馬
・
象
・
蛇
）
で
始

ま
っ
た
。
か
つ
て
４
０
０
種
類
の
将
棋
類

が
あ
っ
た
よ
う
だ
が
現
在
は
４
０
種
類
ほ

ど
に
な
っ
て
い
る
よ
う
だ
。

▼
現
代
の
将
棋
は
「
チ
ャ
ト
ラ
ン
ガ
」
か

ら
分
か
れ
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
チ
ェ
ス
、
中

国
で
中
国
象
棋
、
そ
の
他
モ
ン
ゴ
ル
な
ど

に
も
。

共
通
し
て
い
る
の
は
ウ
マ
が
端
か
ら
２

番
目
に
置
か
れ
て
い
る
こ
と
。
中
国
象
棋

で
は
馬(

マ)

、
日
本
で
は
桂
馬
、
チ
ェ
ス

で
は
ナ
イ
ト
。

▼
日
本
に
入
っ
て
き
た
時
期
は
分
か
ら
な

い
が
、
大
橋
宗
桂
名
人
が
生
ま
れ
て
か
ら

３
９
８
年
に
な
る
。

戦
国
時
代
に
は
信
長
・
秀
吉
・
家
康
・

前
田
利
家
・
伊
達
正
宗
ら
大
名
も
指
し
て

い
た
と
い
う
。

駒
も
千
利
休
の
茶
碗
の
よ
う
に
気
高
く

取
り
扱
わ
れ
て
い
た
よ
う
だ
。

▼
当
時
の
ル
ー
ル
で
は
二
歩
も
あ
り
で
指

し
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
っ
た
よ
う
だ
が
、

大
橋
家
二
代
目
「
宗
古
」
が
二
歩
を
禁
じ

手
を
含
め
た
現
代
の
ル
ー
ル
に
統
制
し
た
。

▼
戦
後
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
元
帥
か
ら
「
将
棋

は
け
し
か
ら
ん
」
と
突
然
呼
び
出
し
が
あ

り
、
当
時
Ｇ
Ｈ
Ｑ
の
建
物
に
入
っ
て
帰
っ

て
き
た
者
は
い
な
い
と
噂
が
あ
る
な
か
、

連
盟
で
は
誰
に
行
っ
て
も
ら
う
か
喧
々
諤
々

と
議
論
さ
れ
、
憎
ま
れ
っ
子
で
あ
っ
た
升

田
幸
三
氏
が
出
向
く
こ
と
に
な
っ
た
。

▼
マ
ッ
カ
サ
ー
元
帥
の
と
こ
ろ
に
行
く
と

Ｇ
Ｈ
Ｑ
民
政
局
長
ホ
イ
ッ
ト
ニ
ー
が
「
将

棋
は
暗
い
、
だ
か
ら
日
本
人
の
よ
う
な
侵

略
者
が
生
ま
れ
る
の
だ
。
将
棋
を
や
め
て

チ
ェ
ス
に
し
な
さ
い
。
」
と
。
さ
ら
に
将

棋
は
取
っ
た
駒
を
使
う
ゲ
ー
ム
で
捕
虜
を

虐
待
し
て
い
る
よ
う
な
も
の
だ
か
ら
非
常

に
危
険
で
あ
る
、
な
ど
と
難
問
を
突
き
つ

け
て
き
た
。

▼
こ
こ
で
升
田
先
生
「
私
た
ち
は
取
っ
た

駒
の
身
分
を
変
え
ず
に
有
効
に
用
い
て
お

り
、
格
下
げ
し
た
り
、
奴
隷
扱
い
は
し
て

い
な
い
。
」
そ
の
ほ
か
王
手
飛
車
取
り
な

ど
を
比
喩
に
用
い
て
難
を
逃
れ
た
と
い
う
。

▼
ホ
イ
ッ
ト
ニ
ー
も
こ
れ
だ
け
「
あ
あ
言

え
ば
こ
う
言
う
」
と
、
間
髪
を
入
れ
ず
に

返
す
の
だ
か
ら
、
そ
の
能
力
を
用
い
る
こ

と
は
で
き
な
い
も
の
か
と
申
し
入
れ
た
そ

う
だ
が
、
先
生
は
「
タ
ダ
は
い
か
ん
」
と
。

こ
れ
で
両
者
お
笑
い
で
終
わ
り
、
缶
ビ
ー

ル
と
コ
ン
ビ
ー
フ
を
み
や
げ
に
帰
っ
て
き

た
と
の
こ
と
。
め
で
た
し
め
で
た
し
。

▼
米
長
会
長
は
、
そ
の
他
公
益
法
人
問
題

に
触
れ
、
こ
の
件
は
の
ち
ほ
ど
・
・
・
で

締
め
括
ら
れ
た
。

〔
報
告
：
工
藤
学
支
部
長
〕

【
将
棋
サ
ミ
ッ
ト

ｉ
ｎ
秋
田
】

前
号
で
も
紹
介
し
た
通
り
、
11
月
20
日

に
秋
田
市
で
行
わ
れ
た
将
棋
サ
ミ
ッ
ト
に

工
藤
学
支
部
長
が
参
加
。

そ
の
際
の
米
長
邦
雄
会
長
の
御
講
演
の

模
様
を
報
告
し
て
も
ら
っ
た
。

わ～い、賞品だ

わが子の対局を見守る

親と、対局に没頭

する少年。


